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 (6) コンピュータを使った学習活動（個人調査） 

 

 
• 「コンピュータを使った学習経験あり」の学習の効果 

 
• 「コンピュータを使った学習経験なし」の理由 

  
• コンピュータを使った学習活動の経験は、総合計で41％である。学習活動の効果については、「意欲関
心」の割合が高い。しかし、「めあての達成」や「情報活用能力の向上」「コミュニケーション能力の向
上」など、情報教育の目的に関わる項目の割合が低い。 

• コンピュータを使った学習活動をしたことのない理由としては、「操作に自信がない」ことが最も高く、
「コンピュータがない」「ソフトウェアがない」等の問題がこれまでの調査に比べて少なくなっている。 
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